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若者に向けた効果的な自殺対策推進事業については、「座間市
における事件の再発防止策について」（平成２９年１２月１９日座
間市における自殺の再発防止に関する関係閣僚会議決定）を踏
まえ厚生労働省社会・援護局総務課自殺対策推進室を所管と
し平成３０年４月１日から実施されました。その事業の内、自殺
念慮を発信する若者が適切な相談相手にアクセスで
きるようSNS相談事業を公募した経緯があります。
▶プラットホーム：https://yor isoi - chat . jp
▶LINE相談は従来の１対１の相談をテキストのやりとり、
▶チャットルームはユーザー同士のやりとり
▶12月からは第３金曜日を男性優先の受付とした

相談概要は2018年4月５
日17時から2019年2月
28日22時30分まで受付
けた全3,921件から
●4月～10月：毎日17:00
～23:00（受付22:30）
●11月～2月：水・土以外
の週５日間17: 0 0～
22:30（受付22:00）

「その他」は、シスジェンター、
ヘテロセクシュアル以外で分類

複数回答 尋ねた2575件から 尋ねた443件から
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相 談 概 要

SNS相談

専門
相談

チャット
ルーム

低

高

つなぎ 直接
支援

公的領域と
のつながり
課題解決

求められるコミュニケ
ーション力

個別配慮のための情
報量

包括的な生きる支援のためのSNS相談
～主な支援の流れ～

家族
健康

経済・生活
勤務

男女（恋愛）
学校

メンタル不調
その他

自殺念慮

※自殺の多くは多様かつ
複合的な原因及び背景
を有しており、自殺念
慮においても様々な要
因が連鎖する中で抱え
られていることが多い

資料５

CB175
長方形



「死にたい」によりそう
　右図は、2018年3月にSNSパトロール
を実施した際に、実施した若者がとりま
とめたものの一つです。SNS相談はテキ
ストのやりとりのコミュニケーションとな
り、アセスメントしやすく、課題の明確化
や構造化がより的確になってきている印
象です。
　見えてきた課題は、従来のよりそい
ホットラインの得意とする分野横断型の
ソーシャルワークのスキルに加えて、深刻
化している若者の生きづらさにどのよう
に適切に関わっていくことができるかが
この分布図からわかってきました。
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2019年2月28日の
段階で友達登録者数
は合計で、31,644件
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（中高生は21%)
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相談者の自殺念慮分布（仮説）


